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全　体  みずうみ公益事業部 

• 法人本部→ 

 

• 調理部 

• 高齢者福祉部 

• 障がい福祉部 

• 地域密着部 

• 在宅部　　　※在宅ＳＴ 

• 保育部　　　※保育園体育館

人材の確保  
働き方改革

公益的な取り組みで 

地域共生社会の実現 

◆ 生きがいづくり 

◆ 生涯活躍社会の推進

協力　

連携　

◆ 松江市社会福祉法人連絡会 

◆ 松北地区地域包括ケア検討会 

◆ 各種団体との連携・サポート 

松江市社会福祉協議会

カフェ太郎課

• 地域づくり事業・福祉コンシェルジュ活動 

　(居場所づくり、オレンジキッチン、智者が池こども塾） 

 （お茶の間カフェ、消防団の参加） 

• 一般賃貸事業(プラザみずうみ)

• 行政・医療・福祉・公民館・自治会 

• 地域住民による自主運営組織活動への参加・協力• 障がい者一般雇用の推進 

• 飲食事業(カフェ太郎・カフェ次郎） 

（みーちゃん食堂・うーちゃん売店)

• 地域おこし事業（大判焼き販売） 

• 配食事業 

• 商品開発事業• 山の花事業  (生活困窮・障がい等) 

認定就労訓練事業　　　　　　　　障害児

相談支援事業　　　　　　　　　　　　　　

○ 空き家対策　 

○ 買い物難民支援 

○ 交通等移動支援 

○ 防災・福祉避難所　 

○ 観光バリアフリー 

○ ケアワーカーサロン 

○ UD・IoT技術の応用 

○ 健康増進介護予防研究 

地域福祉の創造　

総合戦略　総合計画 島根県　松江市

金融機関　民間企業　研究・調査・設計 

エコ×ユニバーサルな松江のまちづくりを考える会  

全体調整・各種企画のサポート 

 公益事業費等の財務管理 

(寄付・申請・助成・収支)

 

【社会福祉法人みずうみ　公益事業に対する考え】  
官民連携・みんなで地域づくり推進チーム 

グリーンスローモビリティRe×hope基地局 

障がい者雇用・ネクストステージ推進事務局 

観光バリアフリー移動支援・事業所間連携事務局 

山の花

指定相談支援事業所

公益連携課

国・島根県・松江市　

先進的な取組みとして　

地域包括ケアシステムの構築

みずうみの 

　　労働環境の改善

◆ 働きやすい環境整備 

◆ 意識改革とルールづくり 

◆ 夢のある福祉産業の創出

全世代を支援する



2018年にグリーンスローモビリティ(グリスロ)の実証実験をしてから、
今年で6年目になります。
当初は、島根県松江市法吉(ほっき)エリアにおける
高齢者の地域生活を支える移動支援の足として、
「どうすれば、お役に立てるか。」
「どうすれば、持続可能な事業収支と運行体制をつくれるのか。」
という視点を中心に計画を立案し、様々な皆様と協議したのを覚えています。
翌年からこのエリアで本格運行を開始し、
現在では、一部有償運行も行なっておりますが、
今では、グリスロの存在が、地域づくりにつながっていると感じています。



さて、私たちが使用するグリーンスローモビリティですが、

そこに住む人たちが、
地域社会において再び希望を持って生活出来ることを願い、「Re×hope(リホー

プ)」と名付けました。

時速20km未満で走るモビリティが、
ちょこっと移動支援の主人公である事をはじめ、
現在、リホープは、日々、人に寄り添いながら走る事で、
様々なことを、私たちに教えてくれています。



小さな拠点を中心とした、高台団地の
住民に対する移動サービスの提供

















淞北台団地での取り組み

～グリスロで広がる地域づくり～

Re×hopeストア 

火・木　14:00～15:30

持続可能な事業・運営をめざして

他地域からの参画 (民間) 

地域資源と連携・買い物支援 

【買い物支援＋移動支援＋居場所づくり】

• 住民の理解促進 
• ニーズ調査 
• 地域ボランティアの発掘 

自治会 
・ 

[夢楽の会]

地域ボランティア 
＋ 

個人事業主 

コミュニティ・スポットの創出

※平日・休日において、 
   空いている時間を活用し、 
　様々な人が関わるお店を開店 

    みずうみ公益事業部 

　 カフェ太郎事業
　・お弁当・スイーツ・大判焼き
　　　　　そうざい等の販売  

Re×hopeでの移動支援 

• ネクスト・ステージの推進 
• 登録者に対しての送迎(無料) 

• 法吉地区スーパーマーケット

　ハートピアコーポレーション

　「ハロー」の協力 

• そうざいの販売 

• その他商品の販売 

※売上の5%は、 

　Re×hope運行に寄付 

寄付・協賛 

移動販売車 
(民間) 

おんぼらとステーション淞北台  

• カフェ「つながるんダ」 

• アトリエ「面白いんダ」 

 
エコ×ユニバーサルな 

松江のまちづくりを
考える会











Re×hope基本データ①　登録者数（エリア毎）  
2020年度　登録者数合

計

2021年度　登録者数合

計

うぐいす台団
地

はなうみ
苑

運行地域
外

比津が丘 比津町 法吉団地 法吉町 淞北台 奥谷町 合計

1人  6人  7人 9人 1人 64人 88人

うぐいす台団
地

はなうみ
苑

運行地域
外

比津が丘 比津町 法吉団地 法吉町 淞北台 奥谷町 合計

 6人 2人 10人 1人 8人 27人

うぐいす台団
地

はなうみ
苑

運行地域
外

比津が丘 比津町 法吉団地 法吉町 淞北台 奥谷町 合計

15人 52人  106人 88人 1人 37人 20人 93人 1人 413人

2018年度～2022年度　登録者数合計

2022年度　登録者数合

計うぐいす台団
地

はなうみ
苑

運行地域
外

比津が丘 比津町 法吉団地 法吉町 淞北台 奥谷町 合計

1人 6人 3人 8人 1人 3人 22人

※2018年度( 13-14-91-28-2-18-11-7-1-15-16-14-0 )  計230人





ボランティアドライバーさん

×
リ・ホープ＝？

ボランティアドライバーさん

×
リ・ホープ＝？



○地域共助型モビリティRe×hope（リ・ホープ）の概要  

A)デマンド運行
(法吉団地、比津が丘団地、うぐいす台団地)
・地域住民ボランティアドライバー募集

・地域資源であるハロー（スーパー）ほか、
    病院など地域協力店の維持促進

B)移動支援＋買い物支援＋居場所づくり
(淞北台団地)　リホープストアの地域ボランティア
　　　　おんぼらとSTつながりボランティア募集

　　　空き店舗・空き家を活用し、地域包括連携
　　　(障がい者・高齢者の社会参画・子育て支援)

・電動カートを支線交通として活用
し、幹線バス等にシームレスに接続
することで、
自家用車から転換させCo2削減

・ドライバー等人材提供
・運行ノウハウの提供

【Re×hope基地局】
A)、B)の共生圏と連携し、
人材等を提供する

※A)、B)の運行に必要な社会資源を、今後、様々なつながりの中で増やす予定

　　世代間交流を基軸とした地域づくり
　　電動カート共有（必要に応じて貸出）

・地域の関連業者と連携し、
カートのメンテナンス

・緊急時対応
・運行状況把握

→SDGs.8
働きがい創出

→SDGs.11　住み続けられるまちづくり

→SDGs.9　産業と技術革新の基盤

→SDGs.10　人の不平等をなくす

→SDGs.3　移動支援によって、  健康と福祉の提供

→SDGs.13気候変動緊急対
策

→SDGs.8
働きがい創出

→SDGs.11　住み続けられるまちづくり

運営主体：社会福祉法人みずうみ　エコ ×ユニバーサルな松江のまちづくりを考える会



共生社会の実現へ…

その人その人の  
　　特性を知る  
 
それぞれの得意な  
　事を認め合う



★リホープが教えてくれたこと。

■人と人とのお付き合い。顔が見える関係づくりが、大切であること。

■生活共助型モビリティは、狭いエリアで運行することが肝要であること。

■買い物支援(小さな商店の復活等)や居場所づくりなど、
　地域づくりを意識すること。

■共通の目的の中で、それぞれが無理をすることなく、
　関係性の中で発揮する能力を活かし、出来ることからはじめること。



【ちょこっと移動支援】をするのに大切な視点

■★まちあるきマップ (stock-app.jp)を参考に考えてみる。

■松江おどん×つながる地域30 (chiiki30.jp)　地域資源を活用する。

■ちょこっと「おもてなし」のあり方を考えてみる。

■松江市が考える計画に寄り添い、持続可能な体制【つながり計画】を考える。

https://www.stock-app.jp/teams/c103382/search/5838889/edit?q=%E3%81%BE%E3%81%A1%E3%81%82%E3%82%8B%E3%81%8D&type=all
https://www.chiiki30.jp/area_info


最後に、リホープ運行において、
私たちは、日々のエピソードを共有しています。

基地局オペレーター、リホープのドライバー、
地域ボランティアの皆様の気づきや喜びは、
利用者との密接なコミュニケーション、
お互いの信頼関係・共感から生まれ、
ひとりひとり・ひとつひとつの物語が、
持続可能な運行体制につながると信じています。



三方よしの福祉を目指して

自分に　あなたに　地域に

グリスロで広がる地域づくり　　

　地域福祉のまちづくりが、

　　　　未来を創ることを信じて


